
佐
藤
春
夫
『
南
方
紀
行
』
の
中
国
近
代
（
一
）

―
―
一
作
家
が
見
た
軍
閥
割
拠
の
時
代
―
―

河

野

龍

也

一

は
じ
め
に

デ
ビ
ュ
ー
し
た
ば
か
り
の
佐
藤
春
夫
が
、
台
湾
南
部
打
狗
（
現
高

雄
）
で
歯
科
医
を
開
業
し
て
い
た
東
�
市
（
新
宮
中
学
同
窓
）
に
誘

わ
れ
て
、
基
隆
港
か
ら
台
湾
に
上
陸
し
た
の
は
大
正
九
（
一
九
二

〇
）
年
の
七
月
六
日
。
同
年
十
月
十
五
日
に
台
湾
を
離
れ
る
ま
で
、

約
三
ヶ
月
半
に
お
よ
ぶ
「
外
地
」
で
の
体
験
は
、
や
が
て
春
夫
文
学

に
大
き
な
実
り
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
台
湾
先
住
民
族
研
究

の
魁
で
あ
っ
た
森
丑
之
助
や
、
民
族
運
動
家
の
林
献
堂
ら
と
の
出
会

い
に
よ
り
、
春
夫
の
台
湾
紀
行
に
は
、
日
本
の
統
治
政
策
の
危
う
さ

を
見
据
え
た
柔
軟
な
批
評
意
識
が
存
在
す
る
。
そ
の
た
め
、
特
に
台

湾
文
学
研
究
の
分
野
で
は
、
九
十
年
代
以
降
春
夫
の
「
台
湾
も
の
」

の
再
評
価
が
急
速
に
進
ん
で
き
た
。
だ
が
、
台
湾
対
岸
の
厦
門
・
�

州
に
お
け
る
春
夫
の
初
の
「
外
国
」
体
験
を
描
い
た
紀
行
文
『
南
方

紀
行
』（
大
１１
・
４
、
新
潮
社
）
に
つ
い
て
は
、
同
じ
旅
行
の
産
物

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

正
確
な
旅
程
も
訪
問
先
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
て

お
ら
ず
、
旅
の
実
態
は
今
も
っ
て
謎
と
さ
れ
る
部
分
が
多
い
。

大
正
中
期
、
い
わ
ゆ
る
「
支
那
趣
味
」
の
高
潮
の
中
で
、
作
家
間

に
は
中
国
旅
行
が
流
行
し
て
い
た
。
徳
富
蘇
峰
（
大
６
）、
谷
崎
潤

一
郎
（
大
７
）、
芥
川
龍
之
介
（
大
１０
）
と
い
っ
た
著
名
作
家
が
、

春
夫
に
前
後
し
て
相
次
い
で
中
国
を
訪
れ
て
い
る
。
だ
が
、
彼
ら
の

訪
問
先
は
、
い
ず
れ
も
北
京
・
天
津
・
漢
口
・
南
京
・
上
海
な
ど
の

大
都
市
に
決
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
当
時
の
中
国
の
長
距
離
旅
客

運
搬
が
、
南
北
は
京
漢
鉄
道
と
津
浦
鉄
道
、
東
西
は
長
江
の
水
運
に
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限
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
注
１

、
春
夫
の
よ
う
に
陸
上
交
通
の
未
発
達
な
僻

地
の
小
都
市
を
訪
ね
た
例
は
極
め
て
珍
し
い
。
そ
の
上
、
案
内
人
が

打
狗
の
東
家
で
会
っ
た
ば
か
り
の
鄭
と
い
う
中
国
人
だ
っ
た
こ
と
、

渡
航
先
に
は
一
人
も
知
合
い
が
い
な
か
っ
た
こ
と
、
五
四
運
動
や
護

法
運
動
の
勃
興
に
よ
り
中
国
の
政
情
が
極
め
て
不
安
定
な
時
期
に

あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
春
夫
の
旅
を
ま
す
ま
す
異
質
な
も
の
に
し
て

い
る
。
春
夫
の
体
験
は
、
す
で
に
一
通
り
西
洋
化
が
済
ん
だ
巨
大
租

界
の
中
で
、
近
代
的
な
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
、
旧
知
の
日
本
人
に
案
内

さ
れ
て
旅
行
し
た
他
の
文
学
者
と
は
か
な
り
違
っ
て
い
る
。『
南
方

紀
行
』
の
も
と
に
な
っ
た
体
験
は
、
言
わ
ば
よ
り
生
々
し
い
レ
ベ
ル

の
「
異
文
化
体
験
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

『
南
方
紀
行
』
の
情
報
源
は
、
案
内
人
の
鄭
と
交
わ
し
た
英
会
話

に
基
づ
く
も
の
と
一
応
は
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
簡
単
な
会
話
で
は

到
底
把
握
で
き
な
い
よ
う
な
複
雑
な
内
容
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に

注
意
し
た
い
。
鄭
以
外
に
日
本
人
か
、
巧
み
に
日
本
語
を
操
る
現
地

人
の
存
在
が
想
像
さ
れ
る
ゆ
え
ん
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
人
物
と
の
交

流
は
記
述
の
表
層
に
は
現
れ
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、

『
南
方
紀
行
』
に
は
、
書
き
も
ら
さ
れ
た
（
あ
る
い
は
意
図
的
に
伏

せ
ら
れ
た
）
事
実
が
意
外
に
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
予
備

知
識
を
持
た
ず
に
旅
行
し
た
春
夫
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
様
々
な

レ
ベ
ル
で
の
盲
点
を
か
か
え
こ
ん
で
お
り
、
そ
れ
が
こ
の
旅
行
記
に

曖
昧
さ
を
も
た
ら
し
て
い
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。

こ
の
謎
の
多
い
旅
行
に
関
し
、
稿
者
は
国
内
に
お
け
る
文
献
調
査

に
加
え
て
、
二
〇
〇
八
年
二
月
と
二
〇
一
〇
年
八
月
の
二
度
、
厦
門

お
よ
び
�
州
で
現
地
調
査
を
行
っ
た
。
今
後
数
回
に
わ
た
っ
て
調
査

の
具
体
的
な
成
果
を
公
表
す
る
計
画
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
旅
行
経

路
の
順
を
追
っ
た
『
南
方
紀
行
』
の
章
立
て
に
沿
っ
て
考
察
を
進
め

る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
資
料
整
理
と
公
開
手
続
の
都
合
に
よ
り
、

最
初
に
第
五
章
「
�
州
」
を
中
心
に
取
り
扱
い
た
い
。
調
査
の
進
展

に
よ
り
新
た
な
事
実
が
判
明
し
た
際
に
は
、
適
宜
増
補
訂
正
を
掲
出

す
る
こ
と
と
し
、
ま
た
注
釈
情
報
の
解
説
を
主
と
し
た
回
を
も
設
け

て
、
春
夫
の
初
の
中
国
旅
行
の
実
態
把
握
に
寄
与
し
た
い
考
え
で
あ

る
。

二

�
州
訪
問
の
経
緯

大
正
九
年
七
月
二
十
一
日
、
東
家
の
書
生
の
鄭
を
案
内
役
と
し
て

打
狗
を
出
発
し
た
佐
藤
春
夫
は
、
翌
二
十
二
日
朝
、
金
門
湾
に
浮
か

ぶ
厦
門
島
に
到
着
す
る
。
そ
の
後
約
二
週
間
、
華
僑
の
出
港
地
と
し

て
有
名
な
路
地
の
町
厦
門
と
、
そ
の
市
街
地
か
ら
わ
ず
か
に
一
衣
帯

水
を
隔
て
た
共
同
租
界
の
鼓
浪
嶼
（
現
在
で
は
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
い
る
）、
そ
し
て
本
土
の
集
美
と
称
す
る
漁
村
に
建
設
さ
れ
つ

つ
あ
っ
た
華
僑
向
け
の
私
立
学
校
（
集
美
学
校
）
な
ど
を
見
学
し
、

旅
の
終
盤
は
内
陸
都
市
の
�
州
に
二
泊
し
た
。『
南
方
紀
行
』
初
版
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本
に
よ
れ
ば
、
�
州
へ
の
出
発
日
は
、〈
厦
門
に
於
け
る
第
十
二
日

―
―
旧
暦
六
月
十
七
日
〉。
こ
れ
は
新
暦
八
月
一
日
に
相
当
す
る
が
、

こ
の
日
は
厦
門
上
陸
か
ら
数
え
て
第
十
一
日
目
に
当
た
り
、
検
証
が

必
要
と
さ
れ
る
所
で
あ
る
注
２

。

�
厦
鉄
路
が
内
戦
以
来
営
業
停
止
中
で
あ
っ
た
た
め
、
�
州
ま
で

は
水
運
を
利
用
す
る
ほ
か
手
段
は
な
い
。
金
門
湾
を
陸
に
沿
っ
て
小

チ
ョ
オ
ベ
イ

蒸
気
で
進
み
、
龍
渓
（
九
龍
江
）
河
口
の
石
碼
か
ら
は
、
手
漕
ぎ
の

川
船
で
こ
の
福
建
省
第
二
の
大
河
を
溯
上
す
る
（
付
図
参
照
）。
作

中
の
記
述
に
よ
れ
ば
〈
一
昨
々
日
〉、
つ
ま
り
七
月
二
十
九
日
（
旧

六
月
十
四
日
）、
こ
の
小
蒸
気
に
乗
り
遅
れ
る
と
い
う
失
態
が
あ
っ

た
た
め
、
春
夫
の
�
州
見
物
に
は
三
日
の
遅
延
が
生
じ
た
ら
し
い
注
３

。

そ
の
結
果
、
八
月
二
日
を
限
度
に
台
湾
に
帰
る
鄭
に
か
わ
っ
て
、
急

遽
新
し
い
通
訳
を
手
配
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
春
夫

き
ょ
く
え
い

は
厦
門
市
内
の
「
旭
瀛
書
院
」（
現
地
の
台
湾
籍
民
を
対
象
と
す
る

小
学
校
）
を
訪
問
し
、〈
岡
本
氏
〉（
当
時
院
長
だ
っ
た
岡
本
要
八

郎
）
か
ら
徐
朝
帆
・
余
錦
華
と
い
う
二
人
の
台
湾
籍
の
教
師
を
推
薦

さ
れ
た
。
打
狗
を
出
発
す
る
際
に
森
丑
之
助
が
送
っ
て
く
れ
た
紹
介

状
が
、
こ
こ
で
役
立
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
結
果
的
に
見
る
と
、

こ
の
想
定
外
の
計
画
変
更
は
『
南
方
紀
行
』
に
と
っ
て
大
き
な
打
撃

と
な
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
春
夫
の
手
帖
に
詳
細
な
観
光
案
内
を
残

し
て
行
っ
た
事
情
通
の
鄭
と
は
異
な
り
、
新
し
く
通
訳
に
つ
い
た
二

人
は
、
�
州
に
は
全
く
不
案
内
で
、
日
本
語
に
も
さ
ほ
ど
習
熟
し
て
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い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
当
日
は
こ
の
二
人
に
加
え
、
台
北
医
学

ち
ん
け
い
め
い

校
出
で
�
州
に
開
業
し
、
陳
烱
明
の
下
で
一
等
軍
医
を
務
め
て
い
た

許
連
城
も
同
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
注
４

。

こ
れ
ほ
ど
に
ま
で
�
州
見
物
に
期
待
し
て
い
た
理
由
を
、
春
夫
は

〈
厦
門
に
着
い
た
日
以
来
、
ど
こ
で
も
噂
を
聞
か
せ
ら
れ
る
�
州
の

土
地
を
、
又
、
そ
こ
で
画
策
を
し
て
ゐ
る
陳
烱
明
の
仕
事
を
見
た

え
つ

い
〉
た
め
だ
と
記
し
て
い
る
。
広
東
（
粤
）
の
軍
閥
・
陳
烱
明
が

び
ん

「
援
�
粤
軍
」
と
称
し
て
福
建
省
（
�
）
の
�
州
に
駐
留
し
て
い
た

事
情
に
つ
い
て
は
、
辛
亥
革
命
以
後
の
近
代
中
国
史
を
押
さ
え
て
お

く
必
要
が
あ
る
。

一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
・
民
国
元
）
年
一
月
に
成
立
し
た
中
華

民
国
は
、
そ
の
後
ほ
ど
な
く
北
洋
軍
閥
の
支
配
下
に
組
み
込
ま
れ
、

大
総
統
袁
世
凱
の
専
横
が
始
ま
る
。
中
国
同
盟
会
の
功
労
者
・
宋
教

仁
は
暗
殺
さ
れ
、
こ
れ
に
抗
議
す
る
孫
文
・
黄
興
ら
の
第
二
革
命
も

挫
折
し
た
。
袁
は
帝
国
主
義
列
強
と
結
び
付
き
、
国
内
利
権
を
切
り

売
り
す
る
こ
と
で
財
政
基
盤
を
確
保
、
民
国
四
（
一
九
一
五
・
大
正

さ
い
が
く

四
）年
十
二
月
に
は
帝
政
を
布
告
す
る
に
至
る
。雲
南
護
国
軍
の
蔡
鍔

を
は
じ
め
西
南
勢
力
が
こ
れ
に
反
発
、
相
次
い
で
独
立
を
宣
言
し
、

こ
こ
に
軍
閥
割
拠
の
状
況
が
出
現
し
た
（
第
三
革
命
・
護
国
運
動
）。

翌
年
、
や
む
な
く
帝
政
を
解
消
し
た
袁
世
凱
は
ほ
ど
な
く
病
没
。
こ

れ
に
替
わ
っ
て
北
京
政
府
の
実
権
を
握
っ
た
段
祺
瑞
も
ま
た
、
張
勲

の
復
辟
（
清
朝
復
活
運
動
）
を
平
定
し
た
後
に
反
動
化
、
主
権
在
民

の
建
国
理
念
（
臨
時
約
法
）
を
無
視
し
て
独
走
し
始
め
る
。
孫
文
は

こ
の
混
乱
状
況
を
打
破
す
る
た
め
、
民
国
六
（
一
九
一
七
・
大
正

六
）
年
七
月
、
再
び
革
命
を
唱
え
て
広
州
で
護
法
運
動
を
開
始
す
る
。

南
方
の
有
力
な
反
政
府
系
軍
閥
で
あ
る
唐
継
堯
の
雲
南
軍
（
�
軍
）

と
、
陸
栄
廷
・
莫
栄
新
の
広
西
軍
（
桂
軍
）
の
軍
事
力
を
頼
み
に
広

東
軍
政
府
を
立
ち
上
げ
、
九
月
に
大
元
帥
に
選
任
さ
れ
た
孫
文
は
、

同
年
十
二
月
、
北
軍
（
北
京
政
府
側
）
の
拠
点
・
厦
門
を
攻
撃
す
る

た
め
に
早
速
援
�
粤
軍
を
組
織
し
た
。
そ
の
総
司
令
に
任
命
さ
れ
た

の
が
陳
烱
明
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
史
実
が
明
ら
か
に
す
る
所
に
よ
れ
ば
、
陳
烱
明
が
福
建

省
に
兵
を
進
め
て
来
た
そ
も
そ
も
の
理
由
は
、
段
祺
瑞
派
の
福
建
督

軍
・
李
厚
基
を
討
伐
せ
よ
と
い
う
孫
文
の
意
向
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
南
軍
（
援
�
粤
軍
）
は
は
じ
め
苦
戦
す
る
が
、
林
季
商
（
諱
資

鏗
、
号
祖
密
）
ら
孫
文
支
持
者
の
活
躍
や
浙
江
軍
（
北
軍
援
軍
）
の

一
部
が
南
軍
に
投
じ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
翌
年
五
月
ま
で
に
陳
烱
明

の
軍
勢
は
福
建
西
南
部
を
ほ
ぼ
制
圧
す
る
。
だ
が
、
後
述
す
る
軍
政

府
内
部
の
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
六
月
に
は
李
厚
基
と
和
平
協
議
に

入
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
停
戦
ラ
イ
ン
を
確
定
の
上
、
民
国
七

（
一
九
一
八
・
大
正
七
）
年
八
月
、
陳
烱
明
は
「
�
南
護
法
区
」
と

名
付
け
た
占
領
区
の
首
府
・
�
州
に
進
駐
し
た
注
５

。
陳
は
臨
時
約
法
の

精
神
を
尊
重
し
、
�
州
の
都
市
改
造
・
社
会
改
革
に
着
手
す
る
。

こ
の
間
の
事
情
を
春
夫
の
『
南
方
紀
行
』
は
ど
の
よ
う
な
形
で
要
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約
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
い
ま
最
も
注
目
す
べ
き
記
述
は
次
の
箇

所
に
あ
る
。

陳
烱
明
は
広
東
の
人
で
あ
る
。
初
め
、
兵
を
養
つ
て
故
郷
の
広

東
で
勢
力
が
あ
つ
た
が
、
広�

西�

軍�

の�

莫�

栄�

新�

の�

威�

力�

に�

押�

さ�

れ�

て�

陳�

烱�

明�

は�

ど�

う�

し�

て�

も�

広�

東�

を�

逃�

げ�

出�

さ�

な�

け�

れ�

ば�

な�

ら�

な�

か�

つ�

た�

。
そ
こ
で
、
陳
烱
明
は
自
分
の
軍
隊
を
率
ゐ
て
福
建
省

の
方
へ
落
ち
て
来
た
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
そ
の
軍
勢
を
自�

ら�

援�

��

粤�

軍�

（�

福�

建�

を�

援�

け�

る�

広�

東�

軍�

）�

と�

号�

し�

た�

。
勿
論
彼
自

身
が
総
司
令
で
あ
る
。
一
た
い
彼
は
何
の
為
め
に
兵
を
擁
し
て

ゐ
る
か
と
い
ふ
の
に
、
彼
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
現
に
不
統

一
に
大
き
な
中
華
民
国
を
聯
邦
共
和
国
に
し
よ
う
。
即
ち
支
那

に
於
て
各
々
異
つ
た
方
言
を
使
ふ
民
だ
け
そ
れ
ぞ
れ
に
独
立
し

た
政
府
を
形
作
つ
て
、
そ
の
地
方
的
な
独
立
政
府
の
聯
邦
を
中

華
民
国
と
し
よ
う
。
さ
う
い
ふ
の
が
彼
等
の
理
想
な
の
で
あ
る
。

『
南
方
紀
行
』
は
必
ず
し
も
歴
史
叙
述
を
目
的
に
し
た
も
の
で
は

な
い
。
が
、
仮
に
こ
れ
を
歴
史
的
文
献
と
し
て
見
た
場
合
に
問
題
に

な
る
の
は
、
何
よ
り
も
護
法
運
動
の
中
心
に
い
た
孫
文
の
存
在
が
見

過
ご
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
文
中
の
「
聯
省
自
治
」
は
、
広
東
福

建
の
安
定
を
最
優
先
に
考
え
る
陳
烱
明
の
立
場
か
ら
出
た
も
の
で
、

中
国
全
土
の
武
力
統
一
を
主
張
す
る
孫
文
と
は
立
場
を
異
に
し
て
い

る
。
こ
の
革
命
路
線
の
違
い
が
最
終
的
に
両
者
の
埋
め
が
た
い
溝
と

な
り
、
民
国
十
一
（
一
九
二
二
・
大
正
十
一
）
年
六
月
、
陳
烱
明
は

突
如
孫
文
を
砲
撃
す
る
。
そ
の
結
果
、
中
国
統
一
は
蒋
介
石
に
よ
る

民
国
十
七
（
一
九
二
八
・
昭
和
三
）
年
十
二
月
の
北
伐
完
了
ま
で
遅

延
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
護
法
運
動
の
初
期
段
階
に
お
い
て
、

陳
烱
明
の
広
東
軍
は
孫
文
が
信
頼
で
き
る
唯
一
の
直
轄
軍
だ
っ
た
。

と
い
う
の
も
、
援
�
粤
軍
が
福
建
省
で
進
撃
を
続
け
て
い
た
頃
、
両

広
（
広
西
・
広
東
）
の
完
全
支
配
を
狙
う
陸
栄
廷
は
、
四
川
に
向
け

て
勢
力
を
築
き
つ
つ
あ
っ
た
雲
南
軍
の
唐
継
暁
と
共
に
旧
国
民
党
政

し
ん
し
ゅ
ん
け
ん

学
派
の
岑
春
�
を
担
ぎ
あ
げ
、
勝
手
に
北
京
政
府
と
停
戦
交
渉
を

始
め
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
孫
文
は
広
東
軍
政
府
が
単
に
軍
閥

間
の
利
害
調
整
の
場
と
化
し
た
こ
と
に
憤
慨
し
、
民
国
七
（
一
九
一

八
・
大
正
七
）
年
五
月
、
失
意
の
う
ち
に
広
州
を
後
に
し
て
い
た
。

陳
烱
明
が
李
厚
基
と
停
戦
協
議
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
理
由
も
こ

の
こ
と
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
や
が
て
民
国
九
（
一
九
二

〇
・
大
正
九
）
年
初
頭
、
軍
政
府
内
で
雲
南
軍
と
広
西
軍
の
間
に
衝

突
が
生
じ
る
と
、
こ
れ
を
巻
き
返
し
の
好
機
と
捉
え
た
孫
文
は
、

「
�
南
護
法
区
」
に
居
座
り
を
決
め
込
む
陳
烱
明
に
対
し
、
上
海
か

ら
再
三
広
州
反
攻
を
催
促
す
る
電
報
を
打
ち
、
使
者
を
派
遣
し
た
。

軍
費
の
不
足
を
理
由
に
先
延
ば
し
を
続
け
て
い
た
陳
も
、
広
東
軍
政

府
の
莫
栄
新
の
部
隊
が
福
建
省
境
を
侵
し
始
め
る
と
、
八
月
十
六
日
、

こ
れ
に
促
さ
れ
て
よ
う
や
く
重
い
腰
を
上
げ
る
こ
と
に
な
る
注
６

。
春
夫

の
�
州
訪
問
か
ら
わ
ず
か
半
月
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
当
時
の
福
建
省
に
は
中
国
近
代
化
の
歴
史
的
一
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場
面
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、『
南
方
紀
行
』
で
は
、
粤

軍
の
入
�
も
広
東
へ
の
反
攻
も
、
と
も
に
陳
烱
明
と
莫
栄
新
と
の
私

闘
と
い
う
側
面
か
ら
描
か
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。〈
陳
烱
明
と

は
ど
ん
な
人
か
。
そ
の
人
た
ち
が
�
州
で
何
を
し
て
ゐ
る
か
〉
と
い

う
関
心
か
ら
記
述
が
始
ま
る
以
上
、「
�
州
」
を
書
き
あ
げ
る
春
夫

の
努
力
は
専
ら
、〈
山
師
的
な
陳
の
人
と
な
り
注
７

〉（
大
久
保
典
夫
）
の

描
出
に
注
が
れ
た
こ
と
に
な
る
。〈
毀
誉
相
半
〉
す
る
謎
の
人
物
を

追
っ
て
内
陸
都
市
に
潜
入
し
、
�
州
の
新
公
園
で
そ
れ
ら
し
き
人
物

に
出
会
う
も
確
証
を
得
ぬ
ま
ま
に
帰
還
す
る
と
い
う
叙
述
の
骨
格
に

は
、
探
偵
小
説
的
な
物
語
化
の
論
理
が
働
い
て
い
る
と
見
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
そ
の
点
、
厦
門
市
街
の
怪
し
げ
な
印
象
を
、
阿
片
吸
引
者

の
台
湾
商
人
（
陳
）
の
イ
メ
ー
ジ
に
集
約
し
て
見
せ
た
第
一
章
（
厦

門
の
印
象
）
の
タ
イ
ト
ル
が
、
初
出
で
は
「
探
偵
小
説
に
出
る
や
う

な
人�

物�

」（『
野
依
雑
誌
』
大
１１
・
１１
）
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も
こ
こ

で
は
思
い
合
わ
さ
れ
る
。
春
夫
に
と
っ
て
俯
瞰
的
・
客
観
的
な
状
況

説
明
は
む
し
ろ
二
義
的
な
も
の
で
あ
り
、
事
実
関
係
の
精
査
よ
り
も

謎
め
い
た
人
物
の
造
形
が
『
南
方
紀
行
』
の
主
眼
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

三

安
海
事
件
の
実
情

さ
て
、
近
代
中
国
を
一
種
の
戦
国
絵
巻
と
し
て
描
き
出
す
「
�

州
」
の
中
で
、
一
つ
の
大
き
な
山
場
と
言
え
る
の
が
「
安
海
事
件
」

を
紹
介
し
た
一
節
で
あ
る
。
以
下
、『
南
方
紀
行
』
の
記
述
に
基
づ

き
、
春�

夫�

が�

理�

解�

し�

た�

限�

り�

で�

の�

「
安
海
事
件
」
の
顛
末
に
つ
い
て

最
初
に
ま
と
め
て
お
く
。

厦
門
近
郊
の
安
海
で
徳
政
を
布
き
庶
民
の
人
気
を
集
め
て
い
た

〈
許
督
蓮
〉
は
、〈
勝
手
に
福
建
を
荒
ら
し
て
ゐ
る
〉
広
東
軍
の
陳
烱

明
に
密
か
に
不
快
な
思
い
を
抱
い
て
い
た
。
彼
は
か
つ
て
袁
世
凱
時

代
に
厦
門
で
北
京
政
府
の
秕
政
を
鳴
ら
し
た
新
聞
社
の
社
長
で
、
南

軍
側
の
人
間
で
あ
る
。
福
建
人
の
自
立
を
目
指
す
許
は
、〈
ど
う
い

ふ
考
か
喜
ん
で
陳
烱
明
を
迎
へ
〉
た
地
元
の
徳
望
家
・
林
季
商
に
密

使
を
送
り
、
陳
を
見
捨
て
て
安
海
に
来
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。
だ
が
、

〈
軽
々
し
く
土
豪
と
協
力
し
て
土
匪
の
頭
と
誤
解
さ
れ
る
や
う
な
こ

と
が
あ
つ
て
は
、
名
誉
あ
る
父
祖
に
対
し
て
申
訳
が
な
い
〉
と
林
の

姿
勢
は
慎
重
で
あ
っ
た
。
早
春
の
頃
、
避
難
民
を
満
載
し
た
ジ
ャ
ン

ク
船
が
続
々
入
港
す
る
の
に
驚
い
た
厦
門
市
民
が
尋
ね
る
と
、〈
名

も
な
い
烏
合
の
衆
〉
の
〈
雲
南
軍
〉
が
大
挙
し
て
安
海
に
侵
入
し
、

今
市
街
掠
奪
戦
の
最
中
だ
と
い
う
。
敵
は
策
謀
を
も
っ
て
一
度
退
却

し
、
安
心
し
た
安
海
住
民
が
再
度
〈
許
督
蓮
〉
を
迎
え
入
れ
た
の
を

見
す
ま
し
て
大
軍
で
再
来
、
三
日
に
わ
た
る
市
街
白
兵
戦
で
安
海
を

破
壊
し
尽
く
し
た
。〈
死
者
三
千
、
安
海
に
処
女
な
し
〉
と
報
道
さ

れ
る
惨
劇
の
中
で
、
独
身
の
許
が
孝
養
を
尽
く
し
て
い
た
八
十
に
な

る
老
母
に
も
残
酷
な
暴
力
が
振
る
わ
れ
た
ら
し
い
。
一
連
の
安
海
蹂
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躙
は
兵
力
や
軍
資
の
点
か
ら
見
て
陳
烱
明
が
裏
で
操
作
し
て
い
る
こ

と
は
疑
い
な
く
、
密
使
の
一
件
を
察
知
し
た
陳
は
〈
雲
南
軍
〉
を
使

嗾
し
て
、
本
来
同
志
で
あ
る
筈
の
許
に
陰
湿
な
報
復
を
し
た
―
―
と

こ
こ
ま
で
が
『
南
方
紀
行
』
の
記
述
で
あ
る
。

こ
れ
を
史
実
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
た
い
。
局
地
的
な
戦
闘
で
あ

る
た
め
か
、
軍
閥
割
拠
時
代
の
通
史
の
中
に
「
安
海
事
件
」
の
記
述

は
ほ
と
ん
ど
見
出
せ
な
い
。
そ
こ
で
当
時
の
厦
門
領
事
館
及
び
台
湾

軍
参
謀
部
の
諜
報
筋
が
�
ん
だ
情
報
に
当
た
っ
て
み
る
と
、
事
件
の

主
役
と
し
て
陳
烱
明
と
方
声
濤
の
二
人
の
名
前
が
浮
上
す
る
。

雲
南
軍
の
指
揮
下
を
離
れ
て
広
西
軍
莫
栄
新
の
下
に
つ
い
た
方
声

濤
は
、
民
国
（
大
正
）
八
年
春
に
厦
門
の
北
、
永
春
方
面
（
安
渓
・

安
海
・
徳
化
附
近
）
に
お
い
て
援
�
粤
軍
第
一
支
隊
の
許
崇
智
（
陳

烱
明
の
腹
心
）
を
駆
逐
し
た
。
方
声
濤
は
所
属
部
隊
（
福
建
軍
）
を

「
靖
国
軍
」
と
称
し
て
こ
こ
を
占
拠
し
た
が
、
軍
資
の
基
と
な
る
樟

脳
・
阿
片
栽
培
区
域
の
所
有
権
や
、
軍
の
提
携
条
件
を
巡
る
齟
齬
か

ら
地
元
勢
力
の
宋
淵
源
（
�
南
軍
）・
林
季
商
（
援
�
粤
軍
第
二
預

備
隊
司
令
）
の
二
人
と
確
執
を
生
じ
る
。
こ
れ
を
見
澄
ま
し
た
陳
烱

明
は
即
座
に
軍
事
介
入
を
開
始
、
宋
・
林
を
援
護
し
て
方
声
濤
を
安

海
附
近
に
ま
で
追
い
詰
め
た
（
十
二
月
二
十
七
日
在
厦
門
領
事
藤
田

栄
介
報
告
注
８

）。
こ
の
行
動
は
単
な
る
復
讐
と
い
う
以
上
に
、
福
建
の

民
心
を
掌
握
し
て
い
る
三
者
が
、
地
元
の
反
陳
勢
力
を
糾
合
し
て
粤

軍
の
脅
威
と
な
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
意
味
合
い
も
あ
っ
た
か
と
考

え
ら
れ
る
。

一
方
で
方
声
濤
は
、
今
や
孫
文
―
陳
烱
明
ラ
イ
ン
の
敵
対
勢
力
と

な
っ
た
軍
政
府
に
救
援
を
依
頼
、
海
軍
司
令
・
林
葆
懌
が
広
西
軍
及

び
雲
南
軍
旅
団
の
安
渓
投
入
で
応
じ
る
（
大
正
九
年
一
月
十
二
日
同

報
告
注
９

）。
こ
の
間
安
渓
の
戦
線
で
は
、
宋
淵
源
・
林
季
商
に
朱
得
才

（
粤
軍
第
二
軍
混
成
第
四
旅
団
）
が
加
わ
る
も
、
方
声
濤
部
下
の
楊

持
平
が
し
ぶ
と
く
持
ち
こ
た
え
（
一
月
二
十
日
同
報
告
注
１０

）、
三
月
下

旬
に
至
っ
て
つ
い
に
本
隊
の
許
崇
智
が
永
安
か
ら
出
動
。
許
崇
智
は

即
座
に
永
春
を
奪
還
、
ま
た
部
下
の
李
炳
栄
・
援
�
浙
軍
の
陳
肇
英

も
安
渓
を
占
領
。
勢
い
に
乗
る
陳
烱
明
は
朱
得
才
に
下
令
し
て
雲
南

軍
を
安
海
の
地
に
追
い
詰
め
た
。
安
海
の
許
卓
然
（
�
南
靖
国
軍
第

二
路
司
令
）
は
形
勢
不
利
と
見
る
や
夜
間
厦
門
に
逃
亡
し
、
方
声
濤

は
も
と
よ
り
粤
軍
の
大
量
投
入
に
圧
倒
さ
れ
た
宋
淵
源
ま
で
も
が
詔

安
に
避
難
し
た
た
め
、
粤
軍
は
あ
っ
け
な
い
ほ
ど
簡
単
に
安
海
を
占

領
し
た
（
台
湾
軍
参
謀
部
四
月
二
十
一
日
報
告
注
１１

）。
さ
て
こ
の
先
が

問
題
の
「
安
海
事
件
」
で
あ
る
。
安
海
に
は
靖
国
軍
の
敗
残
兵
が
粤

軍
の
隙
を
狙
っ
て
潜
ん
で
い
た
。

〈
安
海
附
近
ニ
於
ケ
ル
敗
残
ノ
靖
国
軍
ハ
四
月
十
四
日
午
後
ニ
至

リ
粤
軍
ヲ
攻
撃
シ
テ
之
ヲ
退
却
セ
シ
メ
シ
モ
同
夜
十
時
頃
粤�

軍�

ハ�

南�

安�

方�

面�

ヨ�

リ�

大�

軍�

ヲ�

以�

テ�

安�

海�

ヲ�

攻�

撃�

シ�

砲�

火�

ヲ�

注�

キ�

タ�

ル�

為�

靖�

国�

軍�

ハ�

敗�

退�

シ�

人�

民�

ノ�

死�

者�

千�

余�

人�

ニ�

及�

ヘ�

リ�

〉〈
同
地
現
下
ノ
状
況

ハ
粤
軍
三
指
揮
官
、
李
炳
栄
、
徐
瑞
霖
（
許
軍
長
ノ
部
下
）
及
潘
雨
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峯
（
粤
軍
ニ
属
ス
ル
土
匪
操
縦
者
）
ノ
勢
力
争
ヒ
ヲ
ナ
シ
指
揮
統
一

セ
サ
ル
為
実
員
三
営
ヲ
有
シ
ナ
カ
ラ
四
月
十
四
日
僅
ニ
百
名
ニ
足
ラ

サ
ル
靖
国
軍
敗
残
兵
ノ
為
ニ
安
海
ヲ
奪
還
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ

後
ニ
増
援
ヲ
得
テ
約
一
時
間
ノ
後
之
ヲ
回
復
シ
タ
ル
モ
粤�

軍�

ハ�

安�

海�

回�

復�

ノ�

後�

掠�

奪�

其�

他�

頗�

ル�

残�

忍�

ナ�

ル�

行�

為�

ヲ�

敢�

行�

セ�

リ�

〉（
五
月
十

一
日
同
報
告
注
１２

）。
圧
倒
的
な
勢
力
を
恃
ん
で
安
海
を
易
々
と
陥
れ
た

粤
軍
が
、
内
輪
揉
め
し
て
い
る
所
を
敗
残
兵
に
攻
め
ら
れ
て
動
�
し
、

逆
上
の
結
果
、
安
海
蹂
躙
に
及
ん
だ
と
い
う
の
が
事
の
真
相
で
あ
る

ら
し
い
。

こ
の
狼
藉
に
よ
り
粤
軍
が
安
渓
・
安
海
附
近
の
住
民
感
情
を
甚
だ

し
く
害
し
た
こ
と
は
春
夫
の
書
い
た
通
り
で
、
陳
烱
明
は
事
件
後
の

五
月
五
日
、
�
州
に
あ
っ
た
陳
肇
英
（
浙
江
軍
）
を
該
方
面
に
派
遣
、

現
地
に
不
名
誉
を
残
し
た
粤
軍
に
代
わ
っ
て
彼
ら
に
守
備
を
委
任
す

る
こ
と
に
し
た
（
同
注
１３

）。
ま
た
、
陳
は
戦
功
の
あ
っ
た
林
季
商
を
粤

軍
第
九
支
隊
司
令
へ
と
格
上
げ
し
た
が
、
林
は
広
東
出
身
の
度
し
難

い
兵
卒
に
不
快
を
覚
え
、
別
に
〈
親
兵
隊
〉
の
組
織
を
願
い
出
て
六

月
三
日
に
安
渓
へ
と
赴
い
て
い
る
。
こ
れ
は
方
声
濤
の
勢
力
が
除
去

さ
れ
た
こ
と
で
広
州
反
攻
の
可
能
性
が
高
ま
る
中
、
粤
軍
帰
粤
後
も

福
建
に
と
ど
ま
ろ
う
と
す
る
林
の
態
度
表
明
と
も
見
ら
れ
る
動
き
で

あ
っ
た
（
台
湾
軍
参
謀
部
六
月
一
五
日
報
告
注
１４

）。『
南
方
紀
行
』
は
こ

の
間
の
事
情
を
、〈
林
季
商
は
、
陳
烱
明
も
亦
土
匪
と
何
の
選
ぶ
と

こ
ろ
も
な
か
つ
た
の
を
観
て
、
表
面
的
に
は
陳
氏
と
何
の
齟
齬
も
な

い
け
れ
ど
も
今
は
�
州
軍
の
参
謀
と
い
ふ
名
を
空
し
く
し
て
�
州
に

近
い
徳
化
の
地
に
手
兵
を
蓄
へ
て
隠
れ
て
居
る
。
こ
の
粗
雑
な
頭
脳

で
は
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
一
種
高
貴
な
心
情
を
持
つ
た
人
は
こ

の
地
方
の
不
穏
を
彼
一
身
の
責
に
帰
し
て
、
徳
化
が
由
来
磁
器
の
産

地
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
陶
窯
を
設
け
て
古
風
な
手
法
で
製
陶
を
試
み

た
り
し
て
、
身
を
風
流
に
托
す
る
方
法
で
、
や
つ
と
心
中
の
憂
悶
を

遣
つ
て
ゐ
る
と
も
言
は
れ
て
居
る
〉
と
解
説
し
て
い
る
が
、
事
件
を

境
に
林
が
陳
烱
明
と
一
線
を
置
き
始
め
た
こ
と
は
、
史
料
に
照
ら
し

て
も
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
情
報
か
ら
、『
南
方
紀
行
』
の
記
述
を
検
証
す
る
と
、
春

夫
の
事
実
誤
認
が
少
な
く
と
も
二
点
明
ら
か
に
な
る
。
安
海
攻
撃
の

主
体
は
援
�
粤
軍
の
主
力
部
隊
で
あ
っ
て
、
雲
南
軍
は
逆
に
軍
政
府

派
遣
の
援
軍
で
あ
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
陳
烱
明
の
軍
事
行
動
の
動
機

は
、
許
卓
然
（
許
督
蓮
注
１５

）
の
林
季
商
に
対
す
る
造
反
の
慫
慂
（
真
偽

未
詳
）
な
ど
よ
り
も
ず
っ
と
広
い
背
景
を
持
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

実
際
の
目
的
は
莫
栄
新
の
福
建
に
お
け
る
拠
点
（
方
声
濤
）
を
潰
す

こ
と
で
あ
り
、
か
た
が
た
護
法
運
動
中
に
組
織
さ
れ
た
土
着
の
民
軍

（
宋
淵
源
・
林
季
商
）
を
も
分
断
し
て
、
�
南
に
お
け
る
陳
の
独
裁

体
制
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。
歴
史
的
に
見
れ
ば
、
こ

れ
は
孫
文
の
護
法
運
動
の
理
念
か
ら
、
権
力
志
向
の
陳
が
逸
脱
を
開

始
す
る
過
程
を
刻
ん
だ
事
件
と
目
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
当
時
の
福
建

住
民
に
と
っ
て
は
、
二
人
の
革
命
路
線
の
対
立
よ
り
も
、
地
元
の
民
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軍
を
迫
害
す
る
余
所
者
と
い
う
観
点
か
ら
陳
へ
の
反
感
が
募
っ
て
い

た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
雲
南
軍
を
裏
で
操
っ
て
味
方
軍
を
追

い
詰
め
、
故
意
に
侮
辱
や
弑
逆
を
恣
に
す
る
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
の

中
に
は
、
実
際
よ
り
以
上
に
陳
烱
明
を
奸
智
に
長
け
た
策
略
家
と
し

て
貶
め
る
意
図
が
介
在
し
て
い
る
。
厦
門
地
方
で
の
報
道
や
民
間
の

噂
話
を
情
報
源
と
す
る
春
夫
の
記
録
は
、
そ
う
し
た
地
元
の
輿
論
に

強
く
影
響
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

四

開
明
軍
閥
・
陳
烱
明

も
っ
と
も
、
春
夫
は
陳
烱
明
の
「
開
明
的
」
な
側
面
を
紹
介
す
る

こ
と
も
忘
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
本
来
�
州
見
物
の
目
的
は
、〈
そ

こ
で
画
策
を
し
て
ゐ
る
陳
烱
明
の
仕
事
を
見
た
い
〉
と
い
う
所
に

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
陳
へ
の
期
待
は
、
彼
が
厦
門
鼓
浪

嶼
の
資
産
家
・
林
木
土
の
邸
か
ら
、
紀
州
新
宮
の
父
親
に
宛
て
て
書

い
た
手
紙
の
中
に
も
現
れ
て
い
る
。〈
明
日
は
�
州
と
申
す
こ
の
川

上
二
時
間
の
と
こ
ろ
を
見
物
い
た
し
ま
す
。
こ
こ
は
南
軍
が
大
活
躍

の
地
で
、
市
区
改
正
や
ら
公
園
建
設
や
ら
新
思
想
の
鼓
吹
や
ら
で
人

気
を
専
ら
集
中
し
て
ゐ
る
場
所
で
す
〉（
七
月
二
十
七
日
付
、
佐
藤

豊
太
郎
宛
注
１６

）。

当
時
陳
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
「
�
南
護
法
区
」
の
首
府
�
州
は
、

〈
�
南
的
俄
羅
斯
注
１７

〉（
福
建
南
部
の
ロ
シ
ア
）
と
呼
ば
れ
、
中
国
人
自

身
の
手
で
社
会
主
義
政
策
が
実
現
さ
れ
つ
つ
あ
る
都
市
と
し
て
内
外

の
注
目
を
集
め
て
い
た
。
台
湾
軍
参
謀
部
は
入
�
後
わ
ず
か
一
年
半

の
間
に
達
成
を
見
た
陳
烱
明
の
改
革
を
次
の
十
項
目
に
分
類
し
て
い

る
（
大
正
九
年
三
月
四
日
報
告
注
１８

）。
�
警
察
（
事
務
改
善
、
監
獄
新

築
）、
�
市
区
改
正
（
都
市
改
造
、
護
岸
工
事
）、
�
買
菜
場
ノ
設
置
、

�
衛
生
（
清
掃
車
・
公
厠
の
導
入
、
地
方
衛
生
会
に
よ
る
貧
民
の
医

療
救
済
、
私
娼
一
掃
の
た
め
の
遊
廓
設
置
と
検
黴
実
施
）、
�
教
育

（
教
育
局
設
置
、
留
学
生
の
フ
ラ
ン
ス
派
遣
、
夜
学
校
・
図
書
館
新

設
）、
�
殖
産
興
業
（
造
林
・
樟
脳
採
取
の
奨
励
、
農
業
学
校
・
工

読
学
校
の
設
立
）、
�
軍
隊
ノ
教
育
（
観
兵
式
挙
行
・
軍
官
講
習
所

設
立
）、
�
交
通
（
郊
外
公
路
建
築
）、
	
娯
楽
機
関
（
�
州
公
園
、

演
劇
場
、
美
育
倶
楽
部
設
立
）、


新
思
想
ノ
宣
伝
（
思
想
書
の
公

開
・
販
売
、
白
話
報
「
�
星
」「
�
星
日
刊
」
の
発
行
）。
こ
の
報
告

書
は
陳
の
業
績
を
、〈
如
何
ニ
彼
レ
カ
�
州
ニ
其
根
拠
地
ヲ
作
成
ス

ル
ニ
努
力
シ
ア
ル
ヤ
ヲ
窺
知
ス
ル
ニ
足
ル
モ
ノ
ア
リ
〉
と
評
価
し
な

が
ら
、〈
但
シ
之
カ
為
地
方
ニ
対
ス
ル
収
斂
ハ
往
々
酷
ニ
過
キ
怨
嗟

ノ
声
ヲ
耳
ニ
ス
ル
コ
ト
蓋
シ
已
ム
ヲ
得
サ
ル
所
ナ
リ
〉
と
し
て
、
過

酷
な
税
を
課
す
強
権
的
な
改
革
に
住
民
の
不
満
が
あ
っ
た
こ
と
も
伝

え
て
い
る
。

こ
の
資
料
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、『
南
方
紀
行
』
で
春
夫

が
言
及
し
た
項
目
は
、
�
と
�
を
除
く
八
項
目
に
ま
で
及
ん
で
お
り
、

�
州
の
街
づ
く
り
に
関
し
て
、
春
夫
の
�
ん
だ
情
報
が
極
め
て
正
確
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だ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
特
に
ユ
ー
ト
ピ
ア
小
説
「
美
し
き

町
」（『
改
造
』
大
８
・
８
〜
１２
）
の
作
者
で
あ
る
春
夫
に
と
っ
て
、

�
の
都
市
改
造
は
興
味
の
中
心
に
あ
っ
た
ら
し
く
、〈
こ
の
石
甃
が

問
題
の
石
甃
な
の
で
あ
ら
う
。
こ
れ
の
一
丈
に
就
て
両
側
の
家
々
が

銀
二
十
五
円
づ
つ
支
払
は
せ
ら
れ
た
―
―
精
々
が
五
円
ぐ
ら
ゐ
の
仕

事
に
五
十
円
も
金
を
と
つ
た
と
厦
門
で
噂
を
し
て
ゐ
た
の
は
こ
れ
の

事
で
あ
ら
う
〉
と
、
理
想
都
市
の
実
現
に
か
か
る
現
実
的
な
コ
ス
ト

ま
で
が
事
細
か
に
記
し
て
あ
る
綿
密
さ
で
あ
る
。
こ
の
デ
ー
タ
は
台

湾
軍
参
謀
部
の
報
告
と
も
正
確
に
一
致
す
る
注
１９

。

で
は
、
厦
門
に
お
い
て
事
前
に
情
報
を
耳
に
し
、
強
い
興
味
を
覚

え
て
�
州
を
訪
れ
た
春
夫
は
、
陳
烱
明
の
施
政
を
実
見
し
て
ど
の
よ

う
な
感
想
を
抱
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
策
略
家
と
し
て
の
陳
の
イ
メ
ー

ジ
を
払
拭
す
る
契
機
が
こ
の
�
州
見
物
に
は
含
ま
れ
て
い
た
は
ず
な

の
だ
が
、
結
論
か
ら
言
え
ば
春
夫
を
待
っ
て
い
た
の
は
落
胆
で
あ
る
。

川
船
の
乗
継
ぎ
の
た
め
�
州
の
玄
関
口
に
当
た
る
石
碼
に
上
陸
し
た

春
夫
は
、
陳
の
改
革
に
よ
り
三
倍
幅
の
道
路
と
公
園
が
で
き
た
新
造

の
街
を
見
て
早
く
も
次
の
よ
う
な
感
想
を
漏
ら
し
て
い
た
。

〈
両
側
の
家
は
厦
門
の
市
街
に
見
る
や
う
な
汚
い
し
か
し
或
る

重
厚
な
気
持
を
帯
び
た
煉
瓦
造
で
は
な
く
、
新
ら
し
く
白
く
薄

つ
ぺ
ら
な
洋
館
ま
が
ひ
の
、
小
さ
な
活
動
写
真
小
屋
の
や
う
な

感
じ
の
も
の
だ
。
こ
の
意
味
で
は
た
し
か
に
町
は
悪
く
な
つ
た

で
あ
ら
う
と
思
へ
る
―
―
少�

な�

く�

と�

も�

亡�

国�

的�

の�

美�

観�

が�

な�

く�

な�

り�

、�

さ�

れ�

ば�

と�

言�

つ�

て�

新�

興�

の�

勢�

力�

が�

ご�

く�

稀�

薄�

な�

あ�

る�

か�

な�

い�

か�

程�

の�

マ�

ヤ�

カ�

シ�

も�

の�

だ�

か�

ら�

心�

細�

い�

〉

〈
こ
の
公
園
な
る
も
の
を
見
た
だ
け
で
、
気
の
早
い
話
だ
が
、

私
は
陳
烱
明
が
少
し
嫌
や
に
な
つ
た
―
―
そ
れ
ま
で
は
唯
単
純

な
好
奇
心
だ
け
で
、
好
悪
の
念
は
ち
つ
と
も
雑
つ
て
は
ゐ
な
か

つ
た
の
だ
が
、
や�

は�

り�

こ�

の�

男�

も�

山�

師�

か�

も�

知�

れ�

な�

い�

。
人
格

そ
の
も
の
が
山
師
で
な
い
な
ら
、
少
く
と
も
今
現
に
�
州
で
し

て
ゐ
る
仕
事
と
い
ふ
の
は
純
粋
な
仕
事
で
は
な
い
か
も
知
れ
な

い
。
旅
の
者
で
あ
る
私
は
旅
の
者
相
応
な
無
責
任
で
も
つ
て
、

少
々
早
ま
る
か
も
知
れ
な
い
が
毀
誉
褒
貶
相
半
す
る
こ
の
人
の

噂
の
、
毀
と
貶
と
の
側
へ
極
く
微
量
の
分
銅
を
置
か
う
か
と
用

意
し
て
ゐ
る
。〉

こ
の
第
一
印
象
は
�
州
に
入
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
修
正
さ
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
春
夫
の
�
州
到
着
日
の
足
取
り
は
、
許
連
城
の
宏
仁

医
院
に
荷
物
を
預
け
、
許
の
長
男
の
案
内
で
新
設
の
道
路
（
�
）
か

ら
�
州
公
園
（
�
）
に
至
り
、
旧
城
東
門
の
公
設
市
場
（
�
）
を
見

て
妓
楼
の
一
廓
（
�
）
を
見
学
、
そ
の
後
公
園
で
軍
幹
部
と
思
わ
れ

る
一
行
に
出
会
い
、
孔
子
廟
（
文
廟
）
を
通
っ
て
宏
仁
医
院
に
戻
る

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
援
�
粤
軍
の
一
等
軍
医
に
し
て
〈
�
州
び

い
き
〉
の
立
場
に
あ
っ
た
許
連
城
は
、
長
男
の
少
年
に
指
示
し
て
陳

烱
明
の
改
革
の
成
果
を
誇
示
さ
せ
る
つ
も
り
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

案
内
さ
れ
た
の
は
ほ
と
ん
ど
が
陳
の
街
づ
く
り
の
要
所
だ
っ
た
こ
と
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が
分
か
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
春
夫
自
身
の
要
望
で
も
あ
っ
た
の
だ

が
、〈
家
々
は
石
碼
で
見
た
や
う
な
安
普
請
で
、
も
う
落
成
し
て
ゐ

る
の
に
何
だ
か
未
だ
普
請
中
の
や
う
に
落
ち
つ
か
な
い
。
先
づ
言
つ

て
見
れ
ば
、
田
舎
の
郵
便
局
と
歯
医
者
の
家
と
都
会
の
床
屋
の
家
と

活
動
写
真
館
と
が
そ
の
一
族
を
引
き
つ
れ
て
立
ち
並
ん
で
ゐ
る
と
い

ふ
有
様
で
あ
る
〉、〈
先
づ
公
園
を
見
せ
た
童
児
は
、
公
園
を
抜
け
て

東
門
に
近
い
公
設
市
場
を
見
せ
る
。
だ
が
私
は
そ
ん
な
も
の
を
見
た

つ
て
何
に
も
な
ら
な
い
〉
と
言
う
。
せ
っ
か
く
意
を
尽
く
し
た
少
年

の
案
内
も
、
春
夫
を
失
望
さ
せ
る
だ
け
だ
っ
た
ら
し
い
。
も
っ
と
も
、

通
訳
で
あ
る
は
ず
の
台
湾
人
教
師
に
、〈
あ
ま
り
日
本
語
で
話
を
し

な
い
方
が
い
い
。
皆
、
日
本
人
を
嫌
つ
て
ゐ
る
か
ら
〉
と
迷
惑
顔
を

さ
れ
注
２０

、
少
年
の
説
明
を
全
く
理
解
で
き
ず
に
連
れ
回
さ
れ
る
だ
け
の

市
内
見
物
で
は
、
興
味
が
持
て
な
い
の
も
無
理
は
な
か
っ
た
。

そ
の
一
方
で
、
春
夫
が
目
を
惹
か
れ
る
の
は
、
陳
烱
明
新
政
ツ
ア

ー
と
は
無
関
係
な
〈
寄
り
道
〉
先
で
見
た
一
つ
の
光
景
だ
っ
た
こ
と

に
注
目
し
た
い
。
そ
れ
は
孔
子
廟
―
―
宋
朝
に
朱
熹
が
講
義
を
行
っ

た
由
緒
あ
る
儒
学
の
街
・
�
州
の
文
化
的
中
心
―
―
が
、
今
や
見
る

影
も
な
く
荒
廃
し
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。〈
廟
の
木
で
出
来
た
部

分
は
手
の
と
ど
く
限
り
剥
ぎ
砕
か
れ
て
ゐ
た
。
冬
ご
も
り
の
う
ち
に

兵
卒
た
ち
が
こ
こ
へ
集
つ
て
来
て
、
焚
火
の
料
に
し
た
の
に
相
違
な

い
。
現
に
今
も
、
七
八
人
円
居
し
て
夕
明
り
の
な
か
で
夢
中
に
な
に

か
し
て
ゐ
る
―
―
多
分
博
奕
に
耽
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
〉。
か
く

し
て
後
に
打
狗
に
戻
っ
た
時
、
春
夫
が
父
に
宛
て
て
再
び
し
た
た
め

た
手
紙
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
、
�
州
に
行
く
前
と
は
よ
ほ
ど
違
う
も
の

に
な
っ
て
い
た
。〈
支
那
は
、
厦
門
と
�
州
と
、
集
美
と
い
ふ
と
こ

ろ
と
を
見
物
い
た
し
ま
し
た
、
�
州
は
南
軍
の
陳
烱
明
と
い
ふ
将
軍

が
新
政
府
を
始
め
て
（
一
年
ば
か
り
前
か
ら
）
新
思
想
で
革
命
的
の

や
り
口
が
大
に
問
題
に
な
つ
て
ゐ
ま
す
。
古�

い�

も�

の�

は�

ど�

ん�

ど�

ん�

破�

壊�

す�

る�

主�

義�

ら�

し�

く�

、�

惜�

し�

い�

建�

物�

な�

ど�

が�

め�

ち�

や�

め�

ち�

や�

に�

な�

つ�

て�

ゐ�

ま�

す�

〉（
八
月
十
一
日
付
、
佐
藤
豊
太
郎
宛
注
２１

）。
本
来
春
夫
は
、

伝
統
的
な
景
観
や
文
物
を
見
る
た
め
に
�
州
に
出
か
け
た
の
で
は
な

か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
、
石
碼
や
�
州
で
行
わ
れ
て
い
る
都
市

改
造
と
社
会
改
造
を
〈
新
興
の
勢
力
が
ご
く
稀
薄
な
あ
る
か
な
い
か

程
の
マ
ヤ
カ
シ
も
の
〉
と
し
か
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
春
夫
は
、
そ
う

し
た
〈
マ
ヤ
カ
シ
〉
の
代
償
に
破
壊
さ
れ
て
行
く
〈
亡
国
的
の
美

観
〉
に
却
っ
て
哀
惜
の
念
を
募
ら
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。

総
じ
て
「
�
州
」
の
章
か
ら
窺
わ
れ
る
の
は
、
中
国
の
内
発
的
な

近
代
化
に
対
す
る
強
い
関
心
と
、
そ
の
近
代
化
に
つ
い
て
の
抜
き
が

た
い
懐
疑
の
眼
差
し
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
第
三
章
の
「
集
美
学
校
」

（『
新
潮
』
一
九
二
一
・
九
）
に
も
典
型
的
に
表
れ
て
い
た
は
ず
で
あ

る
。
次
に
こ
の
章
に
簡
単
に
触
れ
な
が
ら
、「
�
州
」
に
露
出
し
て

い
る
春
夫
の
発
想
様
式
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
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五

近
代
化
へ
の
懐
疑

集
美
は
厦
門
島
に
向
き
合
う
本
土
の
小
さ
な
漁
村
で
、
民
国
（
大

正
）
二
年
、
南
洋
で
財
を
成
し
た
華
僑
の
息
子
・
陳
嘉
庚
と
陳
敬
賢

の
兄
弟
が
、
私
財
百
五
十
万
円
を
投
じ
て
こ
こ
に
華
僑
の
子
弟
向
け

教
育
校
で
あ
る
集
美
学
校
を
建
設
し
た
。
現
在
で
も
こ
の
地
区
に
は

各
種
学
校
が
林
立
し
、「
集
美
学
村
」
と
い
う
広
大
な
学
園
都
市
を

形
成
し
て
い
る
。
春
夫
が
訪
れ
た
民
国
（
大
正
）
九
年
に
は
、
翌
年

の
厦
門
大
学
開
学
に
向
け
て
学
生
の
募
集
が
始
ま
っ
て
お
り
、
厦
門

市
街
南
郊
の
古
刹
南
普
陀
寺
院
の
附
近
に
は
、
大
学
新
校
舎
の
建
築

予
定
地
が
決
ま
っ
て
い
た
。〈
財
を
吝
ん
で
公
共
的
な
事
業
に
は
決

し
て
そ
れ
を
費
さ
う
と
は
し
な
い
支
那
人
と
し
て
は
、
た
だ
地
方
的

に
と
い
ふ
だ
け
で
は
な
く
、
支
那
全
土
で
も
珍
ら
し
い
奇
特
な
事
と

し
て
、
旅
行
者
な
ど
が
時
々
、
集
美
を
見
物
に
行
く
さ
う
で
あ
る
〉。

サ
ン
パ
ン

春
夫
も
ま
た
集
美
に
関
心
を
抱
き
、
鄭
と
一
緒
に
厦
門
か
ら
�
�

（
渡
し
船
）
に
乗
り
込
ん
だ
。

二
人
は
集
美
中
学
を
参
観
の
途
中
、
校
医
と
中
国
古
典
の
講
師
を

兼
ね
て
い
る
陳
鏡
衡
と
い
う
人
物
に
出
会
い
、
春
夫
を
小
説
家
と

知
っ
た
そ
の
老
詩
人
か
ら
一
篇
の
七
言
絶
句
を
贈
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
詩
は
、〈
如
雷
灌
耳
有
隆
名
／
游
歴
萍
逢
倒
�
迎
／
小
説
警
時
君

著
誉
／
黒
甜
吾
國
愧
難
醒
〉
と
読
め
た
。
こ
の
と
き
春
夫
の
眼
前
に

は
、
厦
門
市
内
で
見
た
様
々
な
光
景
が
去
来
し
た
の
だ
と
言
う
。

陳
鏡
衡
の
前
掲
の
詩
は
、
素
よ
り
た
だ
形
式
的
な
一
片
の
お
世

辞
に
し
か
過
ぎ
な
い
他
奇
の
無
い
も
の
で
は
あ
る
。
但
、
厦
門

に
来
て
以
来
折
に
ふ
れ
て
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
見
た
り
聞
い
た

り
し
た
私
に
は
―
―
兵
火
の
絶
え
な
い
現
下
の
国
情
や
ら
、
夜

間
に
市
街
の
す
こ
し
裏
ど
ほ
り
を
通
れ
ば
行
く
先
き
先
き
で
軒

な
み
に
行
人
を
呼
び
か
け
る
私
窩
子
の
群
れ
や
、
そ
れ
ら
の
私

娼
窟
に
雑
つ
て
所
々
に
あ
る
と
い
ふ
阿
片
窟
や
、
い
か
が
は
し

い
、
そ
れ
こ
そ
意
想
外
に
い
か
が
は
し
い
画
面
の
覗
き
か
ら
く

り
が
、
少
年
子
弟
の
見
る
に
任
せ
て
路
傍
で
行
は
れ
て
ゐ
る
の

や
、
そ
れ
か
ら
苦
力
が
路
傍
の
狭
い
空
地
に
跼
し
て
小
石
と
地

面
と
を
道
具
に
し
て
「
行
直
」
と
い
ふ
遊
戯
の
方
法
で
賭
博
を

し
て
ゐ
る
の
は
未
だ
し
も
蕭
洒
た
る
洋
館
の
な
か
に
煌
煌
た
る

電
燈
の
下
で
し
か
も
路
か
ら
見
え
る
二
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
て
、

金
ぶ
ち
の
眼
鏡
を
か
け
た
教
育
の
あ
り
げ
な
若
い
婦
女
子
が
括

然
と
し
て
賭
博
に
余
念
の
な
い
の
を
見
た
そ
の
同
じ
目
で
、

「
黒
甜
吾
國
愧
難
醒
」
を
読
む
と
、
加
之
そ
れ
が
新
し
い
文
化

の
種
を
こ
の
痩
地
に
蒔
か
う
と
す
る
集
美
学
校
に
職
を
奉
じ
て

ゐ
る
人
の
心
か
ら
出
た
も
の
だ
と
思
ふ
時
、
こ
の
一
句
は
必
ず

し
も
空
虚
で
は
な
い
や
う
に
思
へ
て
、
一
介
の
游
子
も
亦
彼
の

国
の
た
め
に
彼
の
心
事
を
憐
む
こ
と
が
出
来
る
や
う
な
気
が
す

る
。
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〈
新
し
い
文
化
の
種
を
こ
の
痩
地
に
蒔
か
う
と
す
る
集
美
学
校
〉

の
試
み
に
対
し
て
、
春
夫
は
も
ち
ろ
ん
共
感
を
惜
し
ま
な
い
。
だ
が

一
方
、
陳
鏡
衡
の
部
屋
を
辞
し
、
校
舎
を
見
学
し
た
春
夫
は
、
創
立

者
兄
弟
の
大
き
な
写
真
が
玄
関
先
に
掲
げ
て
あ
る
の
を
見
て
途
端
に

不
愉
快
に
な
る
。〈
陳
兄
弟
の
こ
の
学
校
も
や
は
り
、
上
海
か
ら
俳

優
を
呼
び
広
東
か
ら
仕
掛
花
火
を
取
寄
せ
て
人
々
の
耳
目
を
聳
立
た

せ
る
還
暦
祝
と
そ
の
目
的
に
於
て
五
十
歩
百
歩
の
仕
事
に
思
へ
た
か

ら
で
あ
る
。
い
や
、
こ
の
方
が
寧
ろ
邪
気
が
あ
る
と
さ
へ
感
じ
た
〉。

つ
と
に
春
夫
は
、
華
僑
を
主
体
と
す
る
地
元
資
産
家
の
別
荘
が
立
ち

並
ぶ
鼓
浪
嶼
で
、
贅
沢
な
還
暦
祝
の
準
備
に
余
念
が
な
い
あ
る
邸
宅

の
庭
を
通
り
抜
け
て
い
る
注
２２

。
春
夫
は
集
美
学
校
設
立
の
精
神
に
も
そ

れ
と
同
じ
種
類
の
、
し
か
も
公
益
を
タ
テ
マ
エ
と
す
る
だ
け
に
よ
り

一
層
手
の
こ
ん
だ
自
己
顕
示
欲
を
嗅
ぎ
つ
け
た
の
だ
と
言
う
。

春
夫
が
『
南
方
紀
行
』
で
現
代
中
国
の
諸
事
象
を
評
価
す
る
際
に

共
通
し
て
見
ら
れ
る
の
は
、
あ
る
事
業
が
結
果
と
し
て
い
か
に
公
益

の
理
念
に
適
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
そ
れ
を
行
う
事
業

主
に
善
意
が
あ
る
か
否
か
を
問
う
人
格
主
義
的
な
立
場
で
あ
る
注
２３

。
今

一
度
「
�
州
」
に
つ
い
て
見
れ
ば
、〈
上
海
だ
と
か
広
東
だ
と
か
い

ふ
外
国
人
の
手
で
出
来
上
つ
た
文
明
の
市
街
を
、
彼
等
中
華
民
国
人

自
身
の
手
で
こ
の
片
陬
の
地
に
建
て
よ
う
〉
と
い
う
陳
烱
明
の
目
標

は
、
仮
に
自
軍
の
兵
士
を
養
う
た
め
の
公
共
事
業
創
出
の
側
面
が
あ

る
と
し
て
も
、
近
代
化
へ
の
自
助
努
力
に
関
心
を
寄
せ
る
中
国
民
衆

の
期
待
を
背
負
う
企
画
で
あ
っ
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
だ
が
、

そ
の
よ
う
な
一
面
は
、〈
や
は
り
こ
の
男
も
山
師
か
も
知
れ
な
い
〉

と
い
う
陳
個
人
の
人
格
に
対
す
る
疑
い
に
よ
っ
て
後
景
に
退
い
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
に
、
内
戦
・
貧
困
・
私
娼
・
阿
片
・

賭
博
の
蔓
延
、
そ
し
て
風
紀
の
乱
れ
な
ど
の
頽
廃
状
況
の
中
で
、
そ

の
打
開
の
た
め
に
着
手
さ
れ
た
教
育
事
業
へ
の
共
感
は
、
こ
れ
見
よ

が
し
な
（
と
春
夫
に
は
見
え
る
）
陳
兄
弟
の
二
枚
の
写
真
に
よ
っ
て

動
揺
す
る
。

『
南
方
紀
行
』
の
出
版
か
ら
十
五
年
後
、
日
中
戦
争
が
勃
発
し
た

昭
和
十
二
年
の
『
改
造
』
十
二
月
「
南
方
支
那
号
」
に
、
春
夫
は

「
厦
門
の
は
な
し
」
と
題
し
て
再
び
こ
の
旅
の
記
事
を
寄
せ
て
い
る
。

そ
れ
は
「
�
州
」
の
章
と
ほ
ぼ
重
な
る
内
容
を
縮
約
し
た
短
文
な
の

だ
が
、〈
支
那
と
い
ふ
国
の
真
相
を
知
る
〉
た
め
に
依
頼
さ
れ
て
旅

の
記
憶
を
手
繰
り
よ
せ
る
春
夫
の
語
り
口
は
、『
南
方
紀
行
』
の
時

の
そ
れ
と
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
先
に
触
れ
た
陳
烱
明
入
�
の
事

情
に
つ
い
て
、「
厦
門
の
は
な
し
」
で
は
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て

い
る
。収

穫
の
す
ん
だ
後
を
見
越
し
て
�
州
に
入
つ
た
陳
烱
明
は
、
こ�

の�

平�

原�

地�

方�

の�

中�

心�

地�

の�

富�

裕�

で�

大�

に�

有�

為�

な�

と�

こ�

ろ�

へ�

目�

を�

着�

け�

て�

来�

た�

こ
と
は
言
は
ず
と
知
れ
て
ゐ
た
が
、
い�

よ�

い�

よ�

そ�

の�

正�

体�

を�

発�

揮�

し�

は�

じ�

め�

て�

、
�
州
の
市
街
を
大
改
築
す
る
と

い
ふ
意
嚮
を
示
し
た
。
一
体
支
那
の
新
し
い
都
市
と
言
へ
ば
上

―５５―



海
香
港
そ
の
他
皆
、
外
国
人
の
手
で
開
か
れ
た
と
こ
ろ
で
支
那

人
自
身
の
点
で
出
来
た
新
都
が
何
処
に
一
つ
あ
る
か
。
こ
れ
を

自
分
が
�
州
に
建
設
し
て
中
外
に
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
ふ
陳
烱
明
の
意
嚮
は
壮
ん
で
あ
る
が
、
や�

が�

て�

は�

富�

豪�

か�

ら�

大�

金�

を�

し�

ぼ�

り�

出�

し�

、�

庶�

民�

に�

悪�

税�

を�

課�

さ�

う�

と�

す�

る�

前�

触�

れ�

で�

あ�

る�

。�

は�

じ�

め�

か�

ら�

言�

は�

ぬ�

事�

で�

は�

な�

い�

、�

果�

し�

て�

奴�

は�

立�

派�

な�

仮�

面�

の�

下�

に�

福�

建�

を�

荒�

し�

に�

来�

た�

曲�

せ�

者�

で�

あ�

つ�

た�

。

〈
一
た
い
陳
烱
明
の
仕
事
は
坊
間
で
は
毀
誉
褒
貶
相
半
ば
し
て
ゐ

る
〉
と
い
う
未
知
数
の
人
物
像
が
一
種
の
魅
力
を
放
っ
て
い
た
『
南

方
紀
行
』
と
は
異
な
り
、「
厦
門
の
は
な
し
」
に
あ
る
の
は
す
で
に
、

陳
を
疑
う
余
地
の
な
い
山
師
と
し
て
断
罪
し
よ
う
と
す
る
意
図
で
あ

る
。
春
夫
は
さ
ら
に
続
け
る
。

兵
卒
を
遊
ば
し
て
置
い
て
給
料
を
渡
す
の
で
は
困
る
か
ら
民
衆

の
仕
事
を
兵
卒
の
た
め
に
見
つ
け
て
や
つ
て
、
そ
れ
に
対
し
て

徴
収
し
た
金
で
兵
を
養
ひ
、
序
に
上
ま
へ
を
は
ね
る
と
い
ふ
や

り
方
な
の
で
あ
ら
う
。
損
を
す
る
筈
の
な
い
受
負
仕
事
を
あ
と

か
ら
あ
と
か
ら
考
案
し
て
行
つ
て
四
百
余
州
を
巡
業
し
た
末
は

一
身
代
こ
し
ら
へ
る
ば
か
り
か
人
足
が
無
暗
と
ふ
え
た
こ
ろ
に

は
一
戦
争
を
お
つ
ぱ
じ
め
て
ア
ワ
よ
く
ば
天
下
を
取
る
や
う
な

運
を
見
つ
け
る
と
い
ふ
段
取
に
な
つ
て
ゐ
る
の
が
支
那
の
軍
閥

と
い
ふ
も
の
ら
し
い
。（
中
略
）
�
州
で
支
那
軍
閥
の
や
り
方

を
見
て
来
て
ゐ
る
自
分
は
蒋
介
石
の
抗
日
も
い
づ
れ
は
何
か
大

が
か
り
な
儲
け
仕
事
な
の
だ
ら
う
と
か
ね
が
ね
考
へ
て
ゐ
た
。

地
方
軍
閥
の
一
例
に
過
ぎ
な
い
陳
烱
明
の
都
市
政
策
に
対
す
る
疑

念
が
、
そ
の
ま
ま
北
伐
後
の
国
民
政
府
に
対
す
る
評
価
へ
と
一
般
化

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、〈
蒋
介
石
の
抗�

日�

も�

〉
と
い
う
形
で
全

く
別
次
元
の
問
題
に
も
及
ん
で
い
る
点
に
こ
こ
で
は
注
意
を
向
け
て

お
き
た
い
。
そ
れ
は
本
文
の
冒
頭
に
近
く
、〈
毎�

度�

の�

事�

で�

、�

あ�

の�

時�

は�

何�

が�

動�

機�

に�

な�

つ�

て�

ゐ�

た�

や�

ら�

思�

ひ�

出�

し�

も�

し�

な�

い�

が�

、
排
日

気
分
の
濃
厚
な
折
で
特
に
福
建
地
方
が
甚
し
く
、
厦
門
は
あ
れ
で
も

開
港
場
だ
か
ら
さ
ほ
ど
で
も
な
か
つ
た
が
、
福
州
、
泉
州
な
ど
は
到

底
安
心
し
て
旅
行
出
来
な
い
事
が
厦
門
で
判
つ
た
の
で
引
返
し
た
事

で
あ
つ
た
。
さ
う
だ
、
何
か
福
州
で
事
件
が
あ
つ
た
後
で
あ
つ
た
ら

し
い
〉
と
述
べ
て
い
る
所
に
も
正
確
に
対
応
す
る
。
福
州
事
件
（
福

州
の
排
日
運
動
に
対
す
る
日
台
居
留
民
の
暴
行
事
件
）
後
の
沿
海
各

居
留
地
に
排
日
気
分
が
濃
厚
な
折
、
厦
門
中
国
人
社
会
の
た
だ
中
に

一
人
取
り
残
さ
れ
て
、
南
華
大
旅
社
の
夜
に
味
わ
っ
た
不
安
と
孤
独

（
第
一
章
「
厦
門
の
印
象
」）
と
は
、「
厦
門
の
は
な
し
」
の
中
で
は

き
れ
い
に
拭
い
去
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。〈
言
葉
の
不
通
か
ら
双

方
で
意
志
を
判
断
し
合
ふ
方
法
の
全
然
な
い
こ
と
の
は
ず
み
か
ら
、

仮
り
に
私
が
殺
さ
れ
よ
う
と
も
、
さ
う
し
て
私
の
屍
が
海
の
な
か
へ

投
げ
込
ま
れ
て
も
、
全
く
、
厦
門
で
は
方
法
も
な
い
で
あ
ら
う
〉
と

ま
で
思
い
つ
め
た
生
々
し
い
恐
怖
の
感
覚
を
切
り
捨
て
た
所
に
「
厦

門
の
は
な
し
」
は
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

―５６―



も
ち
ろ
ん
、
そ
の
萌
芽
が
『
南
方
紀
行
』
の
中
に
存
在
す
る
こ
と

は
否
定
で
き
な
い
。
陳
烱
明
の
�
州
近
代
化
政
策
や
陳
嘉
庚
・
陳
敬

賢
兄
弟
の
教
育
事
業
に
共
感
し
つ
つ
も
疑
念
を
付
す
春
夫
の
立
場
は
、

中
国
人
自
身
の
手
に
よ
る
近
代
化
能
力
を
疑
う
「
厦
門
の
は
な
し
」

の
立
場
へ
と
発
展
し
て
行
く
可
能
性
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
意
味
で
、

現
代
中
国
で
見
聞
し
た
有
名
無
名
の
人
物
像
を
活
写
す
る
こ
と
に
精

力
を
傾
け
た
『
南
方
紀
行
』
は
、
ま
さ
に
そ
の
物
語
化
の
手
法
、
す

な
わ
ち
状
況
理
解
よ
り
も
人
物
造
形
を
焦
点
と
し
た
所
に
歴
史
資
料

と
し
て
の
問
題
が
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
一
方
で
は
、
人
物
評
価
を
目

指
し
な
が
ら
も
最
終
的
な
結
論
を
先
延
ば
し
に
す
る
サ
ス
ペ
ン
ス
に

こ
そ
、
文
芸
と
し
て
の
紀
行
文
の
面
白
さ
が
か
か
っ
て
い
た
こ
と
も

争
え
な
い
。
次
回
以
降
も
引
き
続
き
、
史
実
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が

ら
『
南
方
紀
行
』
と
い
う
作
品
の
独
特
の
位
置
取
り
に
関
し
て
、
確

認
作
業
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

注
１

西
原
大
輔
『
谷
崎
潤
一
郎
と
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム

大
正
日
本

の
中
国
幻
想
』（
二
〇
〇
三
・
七
、
中
央
公
論
新
社
）
１０４
〜
１０５
頁

に
詳
し
い
。

２

初
出
の
「
�
州
」（『
新
潮
』
大
１０
・
８
）
で
は
、〈
厦
門
に
於
け

る
第
十
一
日
―
―
旧
暦
六
月
十
六
日
〉（
新
暦
七
月
三
十
一
日
）

と
あ
る
。
福
建
台
湾
で
の
春
夫
の
旅
程
に
つ
い
て
は
、
作
品
内
の

情
報
を
網
羅
的
に
整
理
し
た
邱
若
山
「
佐
藤
春
夫
台
湾
旅
行
行
程

考
」（『
稿
本
近
代
文
学
』
一
九
九
〇
・
一
一
）
に
詳
し
い
が
、
そ

の
後
の
新
出
資
料
に
よ
り
再
考
の
必
要
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
問

題
は
稿
を
改
め
て
考
察
し
た
い
。

３

作
中
の
情
報
か
ら
逆
算
し
た
こ
の
日
付
に
も
疑
問
が
残
る
。
大

正
九
年
七
月
二
十
七
日
付
の
佐
藤
豊
太
郎
（
春
夫
父
）
宛
書
簡
の

記
述
に
は
、〈
明
日
は
�
州
と
申
す
こ
の
川
上
二
時
間
の
と
こ
ろ

を
見
物
い
た
し
ま
す
〉
と
見
え
、
こ
れ
に
依
拠
す
れ
ば
、
最
初
の

�
州
計
画
は
七
月
二
十
八
日
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
（『
定
本
佐
藤

春
夫
全
集
』
第
３６
巻

二
〇
〇
一
・
六
、
臨
川
書
店
、
３９
頁
）。

４

岡
本
要
八
郎
（
一
八
七
六
〜
一
九
六
〇
）
は
、
北
投
石
の
発
見

で
有
名
な
鉱
物
学
者
。
大
正
二
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
、
厦
門
旭

瀛
書
院
長
の
任
に
あ
っ
た
。
大
正
九
年
七
月
二
十
日
付
森
丑
之
助

マ
マ

書
簡
に
、〈
厦
門
へ
お
遊
び
に
行
か
ら
る
さ
う
で
す
が
私
の
旧
友

て
同
地
に
学
校
経
営
に
当
り
居
る
岡
本
氏
な
る
篤
学
者
が
居
ら
れ

ま
す
か
ら
若
し
も
同
地
に
於
て
何
か
御
用
を
生
せ
し
場
合
に
は
御

相
談
に
な
れ
は
仝
君
は
諸
地
の
事
情
に
通
暁
し
殊
に
支
那
人
間
に

も
徳
望
の
あ
る
人
で
す
か
ら
屹
度
お
役
に
立
つ
こ
と
ゝ
信
し
此
う

ち
に
御
紹
介
状
を
入
れ
置
ま
す
必
要
の
際
に
御
行
使
下
さ
る
様
願

ま
す
〉（
牛
山
百
合
子
翻
刻
『
佐
藤
春
夫
宛
森
丑
之
助
書
簡
』
二

〇
〇
三
・
三
、
新
宮
市
立
佐
藤
春
夫
記
念
館
、
５
頁
）
と
見
え
る
。

徐
朝
帆
は
台
湾
総
督
府
国
語
学
校
の
公
学
校
農
業
教
員
課
程
を
大

正
二
年
十
月
に
修
了
、
同
じ
く
余
錦
華
は
公
学
校
師
範
部
乙
科
を

大
正
六
年
三
月
に
修
了
し
た
（『
台
湾
総
督
府
国
語
学
校
一
覧
』

―５７―



大
６
・
１０
、
２６２
・
２３３
頁
）。
大
正
十
二
年
六
月
の
段
階
で
両
者
と

も
旭
瀛
書
院
訓
導
職
に
あ
っ
た
こ
と
ま
で
確
認
済
み
（
宮
川
次
郎

『
厦
門
』
大
１２
・
１０
、
付
録
２
頁
）。
許
連
城
は
、
台
湾
総
督
府
医

学
専
門
学
校
を
明
治
三
十
九
年
に
修
了
し
（『
台
湾
総
督
府
医
学

専
門
学
校
一
覧
』
大
１４
・
１１
、
１１９
頁
）、
�
州
南
門
外
大
路
頭
に

宏
仁
医
院
を
開
業
し
て
い
た
（
谷
了
悟
『
南
�
事
情
』
大
８
・
６
、

台
湾
総
督
官
房
調
査
課
、
１９１
頁
）。
い
ず
れ
も
実
在
の
人
物
で
あ

る
。

５

〈
八
月
三
十
日

援
�
粤
軍
攻
克
福
建
�
州
。「
此
間
人
民
大
多

数
表
示
同
情
于
南
方
、
南
軍
之
行
亦
頗
有
秩
序
」（『
民
国
日
報
』

民
国
七
年
九
月
十
三
日
）〉（
段
雲
章
・
沈
暁
敏
『
孫
文
与
陳
烱
明

史
事
編
年
』
二
〇
〇
三
・
一
〇
、
広
東
人
民
出
版
社
、
２３１
頁
）。

６

こ
の
箇
所
の
通
史
的
記
述
は
、
主
に
陳
賢
慶
『
民
国
軍
閥
派

系
』（
二
〇
〇
八
・
六
、
北
京
・
団
結
出
版
社
）
の
第
八
章
「
粤

系
」（
１３７
頁
〜
１６７
頁
）
に
依
拠
す
る
。

７

大
久
保
典
夫
「
１２
佐
藤
春
夫
△
南
方
紀
行
▽
」（
村
松
定
孝
・
紅

野
敏
郎
・
吉
田
�
生
『
近
代
日
本
文
学
に
お
け
る
中
国
像
』
一
九

七
五
・
一
〇
、
有
斐
閣
、
８７
頁
）。

８

外
務
大
臣
内
田
康
哉
宛
「
靖
国
軍
ノ
内
訌
ニ
関
ス
ル
件
」（
国
立

公
文
書
館
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー

ド
Ｂ
０
３
０
５
０
１
２
２
３
０
０
。
以
下
同
様
）。

９

内
田
康
哉
宛
「
�
州
ニ
於
ケ
ル
情
況
報
告
ノ
件
」
一
、
宋
淵
源

ト
方
声
濤
ノ
衝
突
及
粤
軍
一
部
ノ
動
員
（
Ｂ
０
３
０
５
０
１
２
２

３
０
０
）。

１０

内
田
康
哉
宛
「
�
州
ニ
於
ケ
ル
情
況
報
告
ノ
件
」
三
、
安
渓
附

近
ノ
交
戦
及
�
浦
方
面
ノ
警
戒
（
Ｂ
０
３
０
５
０
３
５
６
９
０

０
）。

１１

南
支
情
報
第
四
五
号
「
厦
門
事
情
（
附
雑
件
）」
軍
事
一
、
南
軍

ノ
内
訌
（
Ｂ
０
３
０
５
０
１
２
３
５
０
０
）。

１２

南
支
情
報
第
五
五
号
「
厦
門
事
情
」
軍
事
一
、
在
福
建
南
軍
ノ

内
訌
（
続
報
）（
Ｂ
０
３
０
５
０
１
２
３
６
０
０
）。
た
だ
し
別
資

料
に
よ
る
と
、
そ
の
被
害
は
〈
安
海
市
民
死
六
人
、
傷
二
十
余
人
、

被
焼
房
屋
二
十
七
座
、
被
劫
三
千
余
家
、
損
失
百
万
余
元
〉（
安

海
郷
土
史
料
叢
刊
編
委
会
編
『
風
雲
如
磐
話
安
海
―
―
民
国
時
期

地
方
史
料
輯
録
』
二
〇
〇
二
年
十
一
月
、
中
国
文
聯
出
版
社
、
７０７

頁
）
と
さ
れ
て
お
り
、
死
者
の
数
に
大
き
な
開
き
が
あ
る
。

１３

浙
江
軍
は
も
と
北
軍
（
北
京
政
府
側
）
の
援
軍
と
し
て
福
建
に

派
遣
さ
れ
て
来
た
が
、
一
九
一
八
年
夏
に
呂
公
望
・
陳
肇
英
が
南

軍
側
に
回
り
、
陳
の
支
持
者
と
し
て
�
州
に
入
っ
た
。『
南
方
紀

行
』
に
は
�
州
公
園
で
見
か
け
た
将
軍
の
一
行
に
つ
い
て
、
同
行

者
の
余
と
徐
と
が
、
陳
烱
明
か
浙
江
軍
の
軍
人
か
と
噂
し
合
う
様

子
が
描
か
れ
て
い
る
。〈「
ど
う
し
て
。
浙
江
軍
の
軍
人
が
今
来
て

ゐ
る
の
で
す
か
」
と
僕
は
尋
ね
た
が
、
別
に
浙
江
軍
の
将
軍
と
決

め
る
べ
き
理
由
も
無
い
や
う
で
あ
つ
た
。
余
君
と
徐
君
と
は
時
々

こ
ん
な
風
に
大
し
た
拠
所
の
な
い
こ
と
を
考
へ
て
は
言
ふ
面
白
い

人
で
あ
つ
た
〉
と
春
夫
は
言
う
が
、
こ
の
反
応
は
む
し
ろ
、
南
軍

―５８―



の
編
成
に
関
す
る
春
夫
の
側
の
知
識
不
足
を
露
呈
し
て
い
る
。

１４

南
支
情
報
第
六
三
号
「
�
州
事
情
」
軍
事
四
、
林
祖
密
親
兵
ヲ

編
成
セ
ン
ト
ス
（
Ｂ
０
３
０
５
０
１
２
４
３
０
０
）。

１５

春
夫
の
言
う
〈
許
督
蓮
〉
は
、
経
歴
か
ら
見
て
安
海
司
令
官
の

「
許
卓
然
」
に
該
当
す
る
。
許
卓
然
（
一
八
八
五
〜
一
九
三
〇
）

の
出
身
地
は
泉
州
。
厦
門
を
拠
点
に
辛
亥
革
命
に
関
わ
り
、
民
国

三
（
一
九
一
四
）
年
中
華
革
命
党
福
建
支
部
を
創
設
、
六
年
�
南

靖
国
軍
を
組
織
し
て
孫
文
の
護
法
運
動
（
倒
段
）
に
参
加
し
た
。

こ
の
間
、
袁
世
凱
時
代
に
は
厦
門
で
反
政
府
系
報
紙
『
声
応
報
』

（
元
年
）『
民
鐘
報
』（
五
年
）
を
発
行
し
た
。
後
に
国
民
党
員
と

し
て
福
建
勢
力
の
糾
合
に
尽
力
す
る
が
、
十
九
（
一
九
三
〇
）
年

に
暗
殺
さ
れ
る
（
厦
門
市
図
書
館
編
『
厦
門
人
物
事
典
』（
二
〇

〇
三
・
六
、
鷺
江
出
版
社
、
１６６
頁
）。

１６

注
３
に
同
じ
。

１７

〈
�
州
只
有
一
間
日
報
叫
做
「
�
星
日
刊
」
又
有
一
個
半
週
刊
、

叫
做
「
�
星
」、
同
是
一
個
機
関
所
出
的
。
従
他
們
的
言
論
看
来
、

很
像
是
伝
播
社
会
主
義
的
、
有
人
告
我
説
、
�
州
是
�
南
的
俄
羅

斯
、
拠
此
看
来
、
却
不
能
説
此
無
因
了
〉「
游
�
見
聞
記

�
州

文
化
運
動
的
真
相
」（『
北
京
大
学
学
生
週
刊
』
第
１４
号
２１
面
、
民

国
九
年
五
月
一
日
）。

１８

南
支
情
報
第
二
二
号
「
�
州
事
情
」
一
、
�
州
ニ
在
ル
陳
烱
明

ノ
抱
負
及
其
実
行
（
Ｂ
０
３
０
５
０
１
２
２
６
０
０
）。

１９

〈
�
州
従
前
ノ
市
街
ハ
敷
石
道
ナ
ル
モ
旧
式
ニ
シ
テ
凹
凸
甚
タ
シ

ク
到
ル
所
階
段
ヲ
有
シ
交
通
至
テ
不
便
ナ
リ
シ
モ
陳
カ
高
圧
的
命

令
ヲ
以
テ
之
レ
カ
改
善
ニ
着
手
セ
シ
メ
其
費
用
ト
シ
テ
沿
道
各
商

店
間
口
一
丈
ニ
付
銀
二
十
五
元
（
即
チ
相
対
二
軒
ニ
テ
五
十
元
）

ヲ
出
サ
シ
メ
市
区
道
路
ノ
改
正
ヲ
励
行
セ
リ
〉（
注
１８
「
�
州
事

情
」）。

２０

「
�
州
」
で
は
不
親
切
な
人
物
と
さ
れ
る
徐
朝
帆
・
余
錦
華
だ
が
、

半
年
前
の
福
州
事
件
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
日
中
の
板
挟
み
に

な
っ
た
台
湾
籍
民
の
複
雑
な
立
場
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
民
国

九
（
一
九
二
〇
）
年
一
月
創
刊
の
『
�
星
日
刊
』
は
盛
ん
に
排
日

記
事
を
掲
載
し
て
い
た
し
、
五
月
四
日
（
五
四
運
動
一
ヶ
年
）
に

は
、
�
州
南
門
の
寿
民
医
院
長
・
張
春
暉
（
台
湾
医
学
校
出
身
の

�
州
人
）
が
日
本
製
の
医
療
器
具
・
薬
品
の
供
出
を
拒
否
し
て
腕

力
沙
汰
に
及
び
、
国
民
大
会
学
生
等
の
襲
撃
を
受
け
る
事
件
も
起

き
て
い
た
（
台
湾
軍
参
謀
部
・
南
支
情
報
第
五
十
七
号
「
�
州
事

情
」
内
政
二
、
�
州
ニ
於
ケ
ル
学
生
ノ
横
暴
、
大
正
九
年
五
月
二

十
七
日
、
Ｂ
０
３
０
５
０
１
２
３
８
０
０
）。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は

厦
門
に
も
伝
わ
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
二
人
が
日
本
人
の

支
持
者
と
誤
解
さ
れ
ぬ
よ
う
神
経
質
に
な
る
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。

２１

『
定
本
佐
藤
春
夫
全
集
』
第
３６
巻
（
二
〇
〇
一
・
六
、
臨
川
書

店
）、
３９
頁
。

２２

〈
月
夜
の
海
岸
を
歩
い
て
か
ら
山
か
げ
に
あ
る
或
る
別
荘
の
庭
園

を
通
り
抜
け
た
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
や
つ
と
人
間
が
通
れ
る
だ
け

の
洞
窟
に
な
つ
た
道
を
人
工
的
に
造
つ
て
あ
つ
て
、
そ
の
洞
か
ら

―５９―



出
る
と
す
ぐ
に
二
間
ほ
ど
の
石
橋
が
か
か
つ
て
ゐ
て
、
そ
の
石
橋

の
上
に
来
る
と
夜
気
に
雑
つ
て
蓮
の
匂
が
幽
に
漂
う
て
ゐ
た
〉

（
２８
〜
２９
頁
）
と
さ
れ
る
こ
の
庭
園
の
名
は
『
南
方
紀
行
』
に
記

さ
れ
て
い
な
い
が
、
民
国
二
年
鼓
浪
嶼
港
仔
後
海
岸
に
造
成
さ
れ

た
林
爾
嘉
の
別
荘
「
菽
庄
花
園
」（
現
存
）
と
推
定
さ
れ
る
。
こ

こ
に
は
仮
山
庭
園
と
蓮
池
が
あ
る
。
林
爾
嘉
（
一
八
七
五
〜
一
九

五
一
）
は
台
湾
の
巨
大
資
本
・
板
橋
林
家
の
一
員
で
、
下
関
条
約

締
結
後
に
父
の
林
維
源
と
鼓
浪
嶼
に
移
住
し
た
。
た
だ
し
民
国

（
大
正
）
九
年
当
時
は
数
え
年
四
十
六
歳
で
、〈
還
暦
祝
〉
の
点
か

ら
疑
問
が
残
る
。
春
夫
は
他
に
も
「
観
海
別
墅
」（
現
存
）
を
訪

ね
、
そ
こ
の
主
人
・
黄
奕
住
（
一
八
六
八
〜
一
九
四
五
）
と
会
っ

て
い
る
。
両
者
は
厦
門
市
の
電
話
・
電
燈
・
水
道
な
ど
都
市
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
に
多
大
な
功
績
を
残
し
た
人
物
で
あ
る
。
民
国
八
年

に
発
足
し
た
市
政
会
で
は
林
が
会
長
、
黄
が
副
会
長
を
務
め
、
こ

の
組
織
の
主
導
の
も
と
、
九
年
に
厦
門
都
市
改
造
の
第
一
歩
と
な

る
開
元
路
の
造
成
が
始
ま
っ
た
。『
南
方
紀
行
』
の
中
に
は
、
民

族
資
本
家
で
あ
る
彼
ら
の
優
雅
な
、
あ
る
い
は
贅
沢
な
暮
ら
し
ぶ

り
の
記
述
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
社
会
的
貢
献
に
つ
い
て
は
言
及
が

な
い
。
厦
門
の
近
代
化
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
あ

る
。

２３

「
新
し
き
村
」
の
準
備
に
取
り
掛
か
っ
た
武
者
小
路
実
篤
に
対
し
、

文
壇
大
勢
の
冷
笑
的
雰
囲
気
が
漂
う
中
で
、
春
夫
が
実
篤
ら
白
樺

派
を
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
た
こ
と
も
、
こ
こ
で
は
注
目
に
値

す
る
。〈
彼
等
が
善
を
愛
し
て
居
る
、
或
は
愛
し
よ
う
と
し
て
居

る
こ
と
が
、
本
当
の
心
持
か
ら
で
あ
る
か
、
偽
善
者
の
や
う
に
で

あ
る
か
を
、
よ
く
考
へ
て
見
て
や
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
う
し
て
、

勿
論
彼
等
は
本
気
で
、
心
か
ら
さ
う
し
よ
う
と
し
て
努
力
し
て
居

る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
―
―
や
う
に
私
に
は
思
へ
る
〉（「
武
者
小

路
実
篤
氏
に
就
て
」
原
題
「
彼
等
に
感
謝
す
る
」『
中
央
公
論
』

大
７
・
７
、
全
集
１９
巻
７１
頁
）。

付
記

『
南
方
紀
行
』
の
引
用
本
文
は
、
初
収
刊
本
『
南
方
紀
行
』（
大

１１
・
４
、
新
潮
社
）
を
底
本
と
す
る
『
定
本
佐
藤
春
夫
全
集
』
第
２７
巻

（
二
〇
〇
〇
・
一
一
、
臨
川
書
店
）
に
基
づ
い
た
。
文
中
の
傍
点
は
す
べ

て
稿
者
（
河
野
）
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
は
二
〇
〇
九
年
度
、
東
京
大
学
に
提
出
し
た
博
士
学
位
請

求
論
文
『
佐
藤
春
夫
研
究
』
の
第
七
章
「
佐
藤
春
夫
に
と
っ
て
の
中
国
―

―
一
九
二
〇
年
『
南
方
紀
行
』
の
旅
の
虚
実
―
―
」
の
一
部
に
加
筆
を

行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
研
究
は
、
平
成
二
十
二
年
度
科
学
研
究

費
補
助
金
・
若
手
研
究
（
Ｂ
）
の
助
成
を
受
け
て
い
る
。

（
こ
う
の

た
つ
や
・
実
践
女
子
大
学
専
任
講
師
）

―６０―


